
■
ハ
ク
サ
イ
の
特
徴

ハ
ク
サ
イ
は
ア
ブ
ラ
ナ
科
の
代
表
的
な
結

球
野
菜
で
、
鍋
物
、
漬
物
、
炒
め
物
の
材
料

と
し
て
私
た
ち
の
食
卓
に
最
も
な
じ
ん
で
い

る
食
材
の
１
つ
で
す
。
し
か
し
、
日
本
に
導

入
さ
れ
た
の
は
明
治
の
初
め
ご
ろ
で
、
そ
の

歴
史
は
1
2
0
年
程
度
と
意
外
に
短
く
、
ご

く
短
期
間
に
日
本
中
に
広
が
っ
た
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
や
ミ
ネ
ラ
ル
を
豊
富
に
含
む

お
い
し
い
野
菜
で
、
料
理
適
性
も
広
く
、
ぜ

ひ
と
も
栽
培
に
挑
戦
し
た
い
品
目
だ
と
い
え

ま
す
。
な
に
し
ろ
、
鍋
の
中
で
ク
タ
っ
と
な

っ
た
ハ
ク
サ
イ
を
食
べ
る
と
「
健
康
」
が
体

の
中
に
染
み
込
ん
で
く
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

ハ
ク
サ
イ
は
冷
涼
な
気
候
を
好
み
、
生
長

中
の
生
育
適
温
は
20
℃
、
結
球
期
の
適
温
は

15
〜
17
℃
で
す
。
し
か
し
、
高
温
に
弱
く
夏

季
の
平
地
で
の
栽
培
は
困
難
で
す
。
し
た
が

っ
て
、
栽
培
適
期
は
8
月
下
旬
か
ら
の
秋
作

と
な
り
ま
す
。
春
作
も
で
き
ま

す
が
、
生
育
初
期
の
低
温
で
花

芽
分
化
を
起
こ
し
や
す
く
、
ま

た
、
生
育
後
半
に
は
気
温
の
上

昇
の
た
め
、
結
球
が
妨
げ
ら
れ

る
な
ど
の
課
題
を
克
服
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

秋
作
で
は
、
ダ
イ
コ
ン
と
と

も
に
人
気
の
品
目
。
さ
あ
、
丸

々
と
大
き
な
玉
に
な
っ
た
ハ
ク

サ
イ
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、

栽
培
に
取
り
か
か
り
ま
し
ょ
う
。
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日々なじみの深いハクサイは、

実は日本に入ってまだ120年。

あっという間に欠かせない野菜に

なりました。

適期にタネをまけば、

収穫時期はちょうど寒くなるころです。

やわらかく煮た温かい鍋を、

家族で囲みましょう。

恵泉女学園大学　園芸文化研究所助教授

藤田
ふじ た

智
さとし

ハ
ク
サ
イ

そ
の
7

■
主
な
品
種

ハ
ク
サ
イ
の
品
種
は
生
育
日
数
に
よ
っ
て

極ご
く

早
生

わ

せ

種
、
早
生
種
、
中
生

な
か

て

種
、
晩
生

お

く

て

種
な

ど
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
初
心
者
に
は
、
早
生

種
が
お
す
す
め
で
す
。

早
生
種
で
は
、
人
気
の
黄
芯
系
品
種

’黄

ご
こ
ろ
65
‘ ’黄
ご
こ
ろ
75
‘、
作
り
や
す
さ
が

好
評
の

’無
双
‘
’空
海
65
‘ ’空
海
70
‘。
さ
ら

に
は
生
で
も
お
い
し
く
サ
ラ
ダ
向
き
で
、
球

内
色
が
オ
レ
ン
ジ
色
の

’オ
レ
ン
ジ
ク
イ
ン
‘

な
ど
が
お
す
す
め
で
す
。
中
生
種
で
は
、
根

こ
ぶ
病
に
強
い

’黄
ご
こ
ろ
80
‘
’黄
ご
こ
ろ

85
‘、
作
り
や
す
く
味
の
よ
い

’金
将
二
号
‘、

耐
寒
性
に
優
れ
た

’王
将
‘、
晩
生
種
で
は
中

晩
生
の

’冬
峠
‘、
超
晩
抽
性
の

’晩
輝
‘
な

ど
が
家
庭
菜
園
に
向
く
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

極
早
生
種
の

’お
黄
に
い
り
‘
’サ
ラ
ダ
‘
’晴

黄
60
‘、
タ
ケ
ノ
コ
型
の

’チ
ヒ
リ
70
‘
な
ど

も
家
庭
菜
園
向
き
で
、
育
て
て
楽
し
い
品
種

で
す
。

藤
田
智

直
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菜
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人気抜群の黄芯系品種
‘黄ごころ75’。

早生
わ せ

種
（生育日数65～75日）

生でもおいしくサラダに向く
‘オレンジクイン’。

作りやすく味のよい
‘金将二号’。

中生
なか て

種
（生育日数80～90日）

超極早生で、食べきり
サイズのミニハクサイ
‘お黄にいり’。

極早生
ごく わ せ

種
（生育日数50～60日）

小さくて扱いやすく、
生食に最適な‘サラダ’。

タケノコ型の早生ハク
サイ‘チヒリ70’。

タケノコハクサイ

おすすめハクサイあれこれ

鍋物、漬物など用途が広く、ぜひとも栽培に挑戦したい
ハクサイ。

早春どりに適した超晩
抽性のハクサイ‘晩輝’。

晩生
おく て

種
（生育日数90～120日）
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■
栽
培
方
法

１
タ
ネ
ま
き
の
適
期
と
方
法

ハ
ク
サ
イ
の
生
育
適
温
は
20
℃
前
後
、
ま

た
結
球
形
成
の
適
温
は
15
〜
17
℃
と
冷
涼
な

気
候
を
好
み
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
8
月
下

旬
〜
9
月
上
旬
の
適
期
よ
り
早
く
タ
ネ
ま
き

し
た
場
合
は
、
高
温
条
件
下
で
生
育
す
る
こ

と
に
な
り
、
病
害
虫
の
発
生
が
著
し
く
な
り

ま
す
。

一
方
、
適
期
よ
り
遅
く
ま
く
と
ど
う
な
る

で
し
ょ
う
か
。
ハ
ク
サ
イ
に
は
10
℃
程
度
の

低
温
条
件
に
１
カ
月
ほ
ど
あ
う
と
、
生
長
点

に
花
芽
が
形
成
さ
れ
、
不
結
球
に
な
っ
て
し

ま
う
性
質
が
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
遅
く

ま
く
と
、
結
球
す
る
前
に
11
月
以
降
の
低
温

に
あ
う
た
め
、
結
球
し
に
く
く
な
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
「
そ
の
地
域
の
タ
ネ
ま
き
の

適
期
を
把
握
し
て
お
く
こ
と
」
が
結
球
成
功

の
ポ
イ
ン
ト
だ
と
い
え
ま
す
。
8
月
下
旬
〜

9
月
上
旬
の
適
期
ま
き
を
第
一
に
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

タ
ネ
ま
き
に
は
、
畑
に
直
接
ま
く
直
ま
き

の
方
法
も
あ
り
ま
す
が
、
最
近
で
は
、
畑
を

有
効
利
用
で
き
る
こ
と
、
管
理
が
楽
な
こ
と

な
ど
の
理
由
か
ら
、
7
・
5
〜
9
㎝
の
ポ
リ

ポ
ッ
ト
や
5
×
5
の
連
結
ポ
ッ
ト
を
用
い
、

タ
ネ
を
4
〜
5
粒
ず
つ
ま
い
て
育
苗
す
る
方

法
が
一
般
的
で
す
。

用
土
は
、
赤
土
40
％
、
堆
肥

た
い

ひ

40
％
、
腐
葉

土
10
％
、
バ
ー
ミ
キ
ュ
ラ
イ
ト
10
％
に
、
石

灰
と
化
成
肥
料
を
用
土
１
r
当
た
り
そ
れ
ぞ

れ
2
〜
3
ｇ
加
え
た
も
の
や
、
市
販
の
培
養

土
を
使
う
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

2
育
苗

発
芽
し
て
き
た
ら
、
生
育
の
よ
い
も
の
3

本
を
残
し
て
間
引
き
ま
す
。
本
葉
2
枚
程
度

の
こ
ろ
2
本
に
間
引
き
、
本
葉
3
〜
4
枚
で

１
本
立
ち
に
し
ま
す
。
植
え
付
け
は
タ
ネ
ま

き
後
20
〜
25
日
程
度
、
本
葉
5
〜
6
枚
の
こ

ろ
に
行
い
ま
す
（
第
１
図
）。

こ
の
時
期
は
ま
だ
気
温
が
高
い
の
で
、
油

断
す
る
と
コ
ナ
ガ
な
ど
の
害
虫
に
や
ら
れ
て

し
ま
う
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

寒
冷
紗

か
ん
れ
い
し
ゃ

で
虫
の
侵
入
を
防
ぐ
、
虫
を
見
つ
け

た
ら
捕
殺
す
る
、
Ｂ
Ｔ
剤
な
ど
の
農
薬
の
散

布
を
行
う
な
ど
し
て
、
健
全
な
苗
を
育
て
る

よ
う
に
し
ま
す
。

3
土
づ
く
り
と

苗
の
植
え
付
け

根
こ
ぶ
病
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
、
ア
ブ
ラ

ナ
科
野
菜
の
連
作
は
避
け
ま
し
ょ
う
。
第
2

図
と
第
3
図
を
参
考
に
、
土
づ
く
り
か
ら
植

え
付
け
ま
で
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

家庭菜園基本のキホン ！ 

第2図 土づくり

第3図 植え付け

〈早生種〉

畝幅60㎝、株間40㎝で
植え付ける。

〈中生～晩生種〉

畝幅70㎝、株間45㎝
とする。

定植後はたっぷり水やりを。

●植え付け2週間前1

苦土石灰
１㎡当たり
１５０ｇ

全面散布

深さ20㎝
くらいま
で耕す。

●植え付け1週間前2

根こぶ病予防のため、フロンサイ
ド、ネビジンなどの殺菌剤を１㎡
当たり30ｇ散布し、土と混和する。

畝幅60～70㎝と
し、畝の中央に
深さ15㎝ほどの
溝を切って、そ
の溝に元肥を施
す。

元肥（1㎡当たり）

堆肥
たい ひ

2㎏
化成肥料　100ｇ

第１図 タネまき・育苗

4粒まき●1 2本立ち（本葉2枚ごろ）●33本立ち（子葉展開）●2

定植苗
（本葉
5～6枚）

●51本立ち
（本葉
3～4枚）

●4

土を戻して平畝にする。



4
追
肥
・
土
寄
せ

植
え
付
け
後
15
日
目
と
30
日
目
の
2
回
に

分
け
て
、
追
肥
・
土
寄
せ
を
行
い
、
生
育
を

促
し
ま
す
。
い
ず
れ
も
１
㎡
当
た
り
30
ｇ
の

化
成
肥
料
を
畝う

ね

の
側
方
に
施
し
、
土
寄
せ
し

ま
す
（
第
4
図
）。

ハ
ク
サ
イ
を
大
き
な
玉

に
結
球
さ
せ
る
に
は
、
本
葉
20
枚
の
結
球
開

始
時
期
ま
で
に
、
い
か
に
外
葉
を
大
き
く
す

る
か
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
追
肥
と
適
度
な

水
や
り
を
心
掛
け
、
順
調
な
生
育
を
助
け
ま

す
。

5
病
害
虫
防
除

ハ
ク
サ
イ
は
ア
ブ
ラ
ム
シ
、
ア
オ
ム
シ
、

コ
ナ
ガ
な
ど
の
虫
害
が
多
い
の
で
、
株
数
が

少
な
い
時
は
虫
を
見
つ
け
た
ら
捕
殺
し
ま
す
。

ま
た
、
天
然
成
分
由
来
の
安
全
な
農
薬
を
使

う
場
合
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
に
は
オ
レ
ー
ト
液
剤
、

コ
ナ
ガ
、
ア
オ
ム
シ
に
は
Ｂ
Ｔ
剤
な
ど
を
散

布
し
ま
す
。
慣
行
農
薬
を
使
う
な
ら
、
オ
ル

ト
ラ
ン
、
Ｄ
Ｄ
Ｖ
Ｐ
、
マ
ラ
ソ
ン
剤
な
ど
を

散
布
し
ま
す
。

6
収
穫
お
よ
び
貯
蔵
法

手
で
押
さ
え
て
み
て
、
か
た
く
し
ま
っ
た

状
態
の
も
の
か
ら
収
穫
で
き
ま
す
（
第
5
図
）。

早
生
種
で
60
〜
70
日
、
中
生
〜
晩
生
種
で
80

〜
1
0
0
日
く
ら
い
で
す
。
年
内
に
収
穫
し

た
も
の
が
多
量
な
場
合
は
、
新
聞
紙
な
ど
で

包
み
、
保
存
す
る
と
日
も
ち
が
よ
く
な
り
ま

す
。
畑
で
年
越
し
す
る
な
ら
、
ハ
ク
サ
イ
の

外
葉
で
結
球
部
を
包
み
、
防
寒
す
る
と
よ
い

で
し
ょ
う
（
第
6
図
）。

た
だ
し
、
１
月
中

旬
の
寒
冷
期
に
入
る
と
、
結
球
内
部
が
腐
敗

し
始
め
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
や
は
り
早
め

に
収
穫
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。

家庭菜園基本のキホン ！ 

●プロフィール

恵泉女学園大学園芸文化研究所助教授。専門は野
菜園芸学、植物育種学、農業教育学。「NHK趣味
の園芸」講師、雑誌「やさい畑」連載のほか、ラ
ジオなどでも野菜作りの魅力を伝えている。主な
著書に「別冊NHK趣味の園芸・わが家の片隅で
おいしい野菜を作る」（NHK出版）など多数。

藤田　智
（ふじた さとし）
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ハクサイは虫害が多いので、虫をこまめに
見つけて捕殺を心掛けるほか、薬剤散布も
行う。

収穫適期のハクサイ。

もしハクサイが
玉にならなかったら…
ハクサイは、丸々とした玉になってこそハク

サイですが、播種期の遅れや生育不良などが原

因で、結球に失敗してしまう場合があります。

しかし、あきらめて株を引き抜かなくても大丈

夫。実は、そのまま冬越しさせ、2月末まで待

つと、とてもおいしい菜の花がとれるのです。

ハクサイの菜の花は4月まで次々に収穫でき、

春の味覚を楽しませてくれます。

結球に失敗したハクサイを「万歳はくさい」

などといいます。「不結球でお手上げ」という

意味もありますが、ここは「菜の花が意外とお

いしくて、万歳！」と前向きに考えましょう。

失敗を成功に変えるコツです。しかし、失敗は

失敗、次回は見事な結球を目指しましょう！

意外と春の味覚を楽しませてくれる「万歳はくさい」。

第4図 追肥・土寄せ

第5図 収 穫

第6図 ハクサイの防寒

手で玉をさわっ
て、しまってい
たら収穫適期。

外葉で玉を包
み、なわやひ
もで縛る。

土寄せは
たっぷりと。

土寄せする。

化成肥料
１㎡当たり30ｇ

●植え付け15日後（1回目）1 ●植え付け30日後（2回目）2
化成肥料
１㎡当たり30ｇ


